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１．学習の到達目標等

２．学習計画及び評価方法
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４．学習状況の評価方法
　定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度
の各観点を考慮し，総合的に評価する。

５．担当者からのメッセージ
　数学Aでは，日常生活の中に見られる数学的事象について多く学びます。授業への積極的な取り組みや既習内容
の復習はもちろん，日常生活の中でこれまでよりも少しだけ注意深く身の回りを観察し，思考を巡らせ，数学的
な観点で日常をとらえることを心掛けましょう。

知識・技能
　図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

思考・判断・表現
　図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察する力，
不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力を養
う。

主体的に学習に
取り組む態度

　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

３．評価の観点
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　　事象と確率
    確率の計算
    独立な試行と確率

ノート確認
中間試験

　　条件付き確率
    期待値
　　確率　まとめ

第2章　図形の性質
　　図形の基本
    角の二等分線と線分の比

ノート確認
期末試験

　　三角形の外心，内心，重心
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　　円周角の定理
    円に内接する四角形
　　円の接線

ノート確認
学年末試験

　　方べきの定理
　　２つの円，作図
　　空間の直線，平面

　　正多面体
    立体の切断
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第1章　場合の数と確率
　　集合
　　集合の要素の個数

ノート確認
中間試験

　　和の法則と積の法則
　　順列

　　組合せ
　　場合の数　まとめ

ノート確認
期末試験

　　

学習の到達目標

・場合の数と確率及び図形の性質について，数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動
を通して，以下に挙げる資質・能力を育成する。
・基本的な概念・原理・法則の体系的な理解，身の回りの事象の数学的な解釈，考察と問
題解決
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学習内容 試験・課題・提出物等

教科名 科目名 科 コース

数学 数学A 普通 全コース


